
 

 

 

 

                                             令和 2年 2月 25日 

 各 位 

                             会 社 名   株 式 会 社  清 水 銀 行 

                              代表者名   取締役頭取 豊 島 勝一郎 

                                                     （コード番号 8364 東証第 1部） 

                                               問合せ先  理事経営企画部長   岡 田 好 史  

                          （TEL 054－353－7895） 

 

 

代表取締役の異動に関するお知らせ 

 

 

株式会社清水銀行(頭取 豊島勝一郎)は、令和２年２月２５日（火）開催の取締役会において、 

下記のとおり代表取締役の異動を決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．異動の内容 
 

氏  名 新役職名 現役職名 

豊島 勝一郎 代表取締役会長 代表取締役頭取 

岩 山 靖 宏 代表取締役頭取 代表取締役専務 

 

新任代表取締役会長 豊島勝一郎、新任代表取締役頭取 岩山靖宏の略歴につきましては、 

別紙のとおりでございます。 

 

２．異動の理由 
 

経営体制の一層の強化を図るため 

 

３．就任予定日   令和２年４月１日（水） 

 

                                                                      以  上 

 

 



代表取締役の略歴 

 

 

とよしま   かついちろう 

氏  名 豊 島   勝 一 郎 

生年月日 昭和 32 年 7月 6 日 

出 身 地 静岡県静岡市 
 

略 歴 昭和 56年 3 月  早稲田大学商学部卒業 

 昭和 56年   4 月  株式会社清水銀行入行 

 平成  8年 6 月  秘書部長 

 平成  9年 12月  富士駅南支店長 

 平成 11年 4 月  経営企画部長 

 平成 12年 7 月  総合統括部長 

 平成 13年 4 月  理事総合統括部長 

 平成 13年 7 月  理事支店営業部長 

 平成 14年 7 月  理事経営企画部長兼秘書室長兼総合統括部長 

 平成 15年 4 月  理事富士支店長 

 平成 15年 6 月  取締役 富士支店長 

 平成 17年 6 月  常務取締役 

 平成 19年 6 月  専務取締役 

 平成 22年 4 月  代表取締役専務 

 平成 23年 4 月  代表取締役副頭取 

 平成 24年 4 月  代表取締役頭取  現在に至る 

      所有株式数 13,673 株(令和元年 9月 30 日時点) 

 

いわやま    やすひろ 

氏  名 岩  山   靖  宏 

生年月日 昭和 39 年 7月 13 日 

出 身 地 静岡県富士市 
 

略 歴 昭和 63年 3 月  立教大学経済学部卒業 

 昭和 63年 4 月  株式会社清水銀行入行 

 平成 17年 6 月  富士駅南支店長 

 平成 18年 3 月  川成島支店長兼富士駅南支店長 

 平成 20年 4 月  草薙支店長兼美術館前支店長兼長崎支店長 

 平成 23年 4 月  経営企画部長 

 平成 24年 4 月  理事富士支店長兼富士市役所前支店長兼松岡支店長 

 平成 26年 4 月  常務執行役員 中部静岡地区駐在 

 平成 27年 4 月  常務執行役員 総合統括部長 

 平成 27年 6 月  取締役 総合統括部長（委嘱） 

 平成 28年 4 月  取締役 

 平成 28年 10月  常務取締役 

 令和 元年 5 月  代表取締役専務  現在に至る 

      所有株式数  3,600 株(令和元年 9月 30 日時点) 



 

 

各 位                              令和 2 年 2 月 25 日 

株式会社 清水銀行 

 

専務岩山靖宏が頭取に昇任、頭取豊島勝一郎は会長に 

 

１． 清水銀行は 2 月 25 日の定時取締役会において専務岩山靖宏（55 才）が頭取に昇任し、頭取

豊島勝一郎（62 才）が会長に就くことを決議しました。 

それぞれ 4 月 1 日から就任致します。 

 

２． 経済環境が激しく変化する中、中期経営計画に掲げる目指す姿である「存在意義の発揮」を

具現化するため、さまざまな施策を展開してまいりました。収益増強や経営基盤の強化、企

業価値向上に向けた取り組みを進める中、地域金融機関として地域経済や地域社会への貢献

を果たしていく体制を強化し、取り組みを更に加速させていく必要があると考えました。 

本年は4月に第27次中期経営計画がスタートする節目の年であり、創立100周年を見据え重要

な位置づけの年となります。取り巻く環境が変化していく中、経営の若返りを図ることで組

織の活性化に繋げ、時代の変化に即応できる態勢としていくため、今回のトップ人事を決定

いたしました。 

 

３． 現頭取の豊島は、平成24年の頭取就任時より、当行の目指す姿を「存在意義の発揮」と掲げ、

地域経済の活性化とお客さまのお役に立つという基本的な考え方をベースに、原点に回帰し

守るべきものは守り、変化させるものはスピード感をもって変革していくことで、地域金融

機関として果たすべき責任や役割を追求してまいりました。 

頭取就任時より開始した第24次中期経営計画「勇躍」を始めとして、第25次中期経営計画

「COMBINED RUSH ’14-’15」、第26次中期経営計画「ADVANCE AS ONE」を立ち上げ、さまざまな

施策を展開してまいりました。本年4月より新たな中期経営計画がスタートするにあたり、頭

取在任期間も8年を迎える中で、後継者も育ってきている状況から、現下の厳しい金融環境を

勝ち抜いていくための最良の新体制を構築し、経営強化を図ることといたしました。 

 

４． 新頭取の岩山は、昨年 5 月より代表権を持つ専務取締役として、現頭取の豊島を補佐し行内

業務を統括してきた実績があり、経営企画、リスク管理、営業推進、審査など幅広い経営経

験を有しており、次なるリーダーとして取締役会にて全員一致で決定しました。 

今後の体制としては、会長となる豊島と頭取となる岩山が銀行業務を協力して行い、新体制

による組織力強化を図るとともに経営基盤を充実させてまいります。 

 

＜本件に関するお問い合せ＞ 

清水銀行 経営企画部  岡田・津田：054-353-7895 


